
名古屋大学の歴史年表

長
総
代
歴

革
沿

代
年

年

事
来
出

名古屋大学（新制）

治
明

年

。）
基
創
の
学
大
屋
古
名、
日
9
月
8
暦
旧
（置
設
を
校
学
医
仮
に
跡
所
役
方
町
で
い
つ、
け
設
を
院
病
仮
に
跡
所
定
評
藩
屋
古
名
が
県
屋
古
名

治
明

年

。
設
仮
を
院
病
義
に
跡
所
定
評、
後
鎖
閉
院
病
仮

治
明

年

の
河
三・
張
尾
に
め
た
の
設
開
院
病、
艮
盛
関
井
令
権
県
知
愛

30

。
る
け
設
を
法
る
す
集
収
を
円
万
１
約
ら
か
戸
万

。
置
設
を
場
習
講
学
医
に
内
院
病
仮。
設
開
を
院
病
仮
に）
院
別
（所
掛
寺
願
本
西

治
明

年

。
う
行
を
術
手
植
移
膚
皮
が
ス
ン
ハ
グ
ン
ヨ
師
医
い
雇
お
院
病
仮

治
明

年

。
称
改
に
院
病
県
知
愛
を
院
病
仮

治
明

年

。
称
改
と
所
学
医
立
公
に
ら
さ、
場
習
講
学
医
立
公
を
場
習
講
学
医。
称
改
に
院
病
立
公
を
院
病

治
明

10
年

。
転
移
築
新
に
町
崎
王
天
が
所
学
医・
院
病

治
明

11
年

。
刊
創
を』
報
新
事
医
『誌
雑
が
校
学
医
立
公。
立
独
ら
か
属
附
院
病、
称
改
に
校
学
医
立
公
を
所
学
医
立
公

治
明

13
年

治
明

14
年

。
命
任
に
長
院
兼
長
校
を
平
新
藤
後。
称
改
に
院
病
知
愛
を
院
病
立
公、
に
校
学
医
知
愛
を
校
学
医
立
公

治
明

15
年

。
る
た
あ
に
療
治
が
長
院
平
新
藤
後、
難
遭
で
阜
岐
が
助
退
垣
板
理
総
党
由
自

治
明

16
年

。
る
れ
さ
定
認
て
し
と
校
学
医
種
甲
ら
か
府
政、
校
学
医
知
愛

治
明

22
年

。
布
発
法
憲
国
帝
本
日
大

　

治
明

24
年

。
事
従
に
動
活
護
救
者
災
被
て
げ
挙
を
力
総、
も
る
出
が
害
被
な
き
大
に
院
病・
校
学
医
り
よ
に
震
地
大
尾
濃。
る
こ
起
が
動
騒
げ
下
払
校
院

治
明

27
年

治
明

34
年

。
称
改
に
校
学
医
立
県
知
愛
を
校
学
医
知
愛

治
明

36
年

。
る
な
と
校
学
門
専
学
医
立
県
知
愛、
け
う
を
令
校
学
門
専

治
明

37
年

治
明

41
年

。
置
設
を
校
学
等
高
八
第
立
官

正
大

年

。
転
移
築
新
に
舞
鶴
が
専
医
知
愛

正
大

年

。）
立
成
の
権
政
ト
エ
ビ
ソ
（命
革
ア
シ
ロ

　

正
大

年

。
置
設
を
校
学
業
商
等
高
屋
古
名
立
官。
格
昇
に
学
大
科
医
知
愛
立
県
が
専
医
知
愛

正
大

12
年

。
遣
派
を
班
護
救
に
地
災
被
の
災
震
大
東
関、
大
医
知
愛

和
昭

年

。
決
可
を
議
建
る
す
望
要
を
置
設
学
大
国
帝
合
総
に
市
屋
古
名
で
院
議
衆
会
議
国
帝。
足
発
が
会
盟
同
成
期
立
設
学
大
合
綜
屋
古
名

和
昭

年

。
争
紛
事
人
で
大
医
名。
）
管
移
立
官
を
学
大
科
医
知
愛
（置
設
を
学
大
科
医
屋
古
名
立
官

。
る
こ
起
が
変
事
州
満

　

和
昭

12
年

。
決
可
を
議
建
る
す
望
要
を
置
設
の
学
大
合
総
で
会
県
知
愛

和
昭

14
年

。
任
就
に
長
総
代
初
が
治
元
沢
渋。
）
附
寄
を
額
全
の
費
設
創
が
県
知
愛、
日
1
月
4
（設
創
を）
部
学
工
理・
部
学
医
（学
大
国
帝
屋
古
名

。
く
置
に
跡
中
一
知
愛
元
町
葉
二
西
を
部
本
大
帝
屋
古
名。
る
れ
さ
供
提
償
無
ら
か
合
組
理
整
地
土
の
元
地
が
地
土
の
区
地
山
東

和
昭

15
年

知
愛
元
（設
開
を
部
学
工
理

 

一 

。）
る
け
受
り
借
を
舎
校
中

和
昭

16
年

。
る
ま
始
が
争
戦
洋
平
太

　

和
昭

17
年

。
転
移
に
区
地
山
東
が
部
学
理。
離
分
に
部
学
理
と
部
学
工
を
部
学
工
理

和
昭

18
年

4
5

9
1
（置
設
を
所
究
研
学
医
空
航

年

。）
日
1
月
5
（行
挙
を
式
学
開
大
帝
屋
古
名
で
区
地
山
東。
）
止
廃
日
末

和
昭

19
年

。
転
移
に
区
地
山
東
を
部
本
大
帝
屋
古
名。
る
な
に
校
学
門
専
済
経
屋
古
名
と
校
学
門
専
営
経
業
工
屋
古
名
が
商
高
名

和
昭

20
年

。
置
設
を
校
学
範
師
等
高
崎
岡。
失
焼
り
よ
に
襲
空
が
舎
校
の
高
八・
院
医
属
附
同・
部
学
医

月
8
（戦
敗。
下
投
爆
原
に
崎
長、
島
広

　

１５ 

。）
日

。
転
移
に
跡
所
成
養
員
工
の
廠
工
軍
海
川
豊
旧
を
舎
校、
師
高
崎
岡

和
昭

21
年

。
置
設
を
会
員
委
興
復
学
大
国
帝
屋
古
名。
止
廃
を
校
学
門
専
営
経
業
工
屋
古
名。
置
設
を
所
究
研
学
医
境
環

。
転
移
に
跡
隊
空
航
軍
海
元
町
和
河
郡
多
知、
高
八。
る
す
と
舎
校
仮、
け
受
り
借
を
舎
校
校
学
業
商
屋
古
名
の
町
池
広
が
部
学
工

。
足
発
が
会
援
後
興
復
学
大
国
帝
屋
古
名

。）
行
施
年
翌
（布
公
法
憲
国
本
日

　

和
昭

22
年

。
失
焼
め
た
の
災
火
が
舎
宿
寄
･
舎
校
和
河
の
高
八

（称
改
に）
制
旧
（学
大
屋
古
名
を
学
大
国
帝
屋
古
名。
行
挙
を
式
賀
祝
工
竣
の
舎
校
新、
し
興
復
を
高
八
に
町
穂
瑞
の
地
敷
旧

10  

。）
日
１
月

和
昭

23
年

。
転
移
に）
区
地
城
名、
内
丸
の
二
城
屋
古
名
（跡
隊
連
六
第
兵
歩
元
を
部
本
学
大。
る
け
受
を
附
寄
の
地
土
に
区
地
山
東
ら
か
県
知
愛

。
転
移
に
区
地
城
名
を
館
書
図
属
附。
置
設
を
部
学
文、
部
学
経
法

和
昭

24
年

。
転
移
に
舎
校
仮
の
跡
所
造
製
蔵
高
敞
兵
造
軍
陸
屋
古
名
元
を
部
学
工

（置
設
を
学
大
屋
古
名
制
新

1
表
別

。）
月
5
（）
置
設
を
ど
な
部
学
６
の

。
括
包
を
師
高
崎
岡、
専
経
名、
高
八、
部
門
専
学
医
属
附、
大
名
制
旧

。）
月
7
（行
挙
を
式
学
入
の
回
1
第
制
新。
設
併
に
師
高
崎
岡
と
高
八
れ
ぞ
れ
そ
を
校
分
川
豊、
校
分
穂
瑞

。
足
発
が
会
援
後
設
創
部
学
農。
出
提
を」
書
見
意
る
す
関
に
置
設
部
学
農
学
大
屋
古
名
「へ
府
政
が
会
議
県
知
愛

和
昭

25
年

。
離
分
に
部
学
済
経
と
部
学
法
を
部
学
経
法

和
昭

26
年

。）
区
地
城
安
（置
設
を
部
学
農

。
印
調
約
条
障
保
全
安
米
日、
約
条
和
平
コ
ス
シ
ン
ラ
フ
ン
サ

　

和
昭

27
年

。
置
設）
部
養
教
（校
分
に
跡
校
分
穂
瑞。
る
す
と
属
附
部
学
育
教
を
校
高
･
校
学
中
属
附
の
師
高
崎
岡

和
昭

28
年

。
く
置
を
科
究
研
の
学
工、
学
理、
学
済
経、
学
法、
学
育
教、
学
文、
し
置
設
を
院
学
大
制
新

。
転
移
に
舎
校
の
内
校
高
芸
工
立
市
の
町
野
芳
東
区
東、
を
校
高・
校
学
中
属
附
部
学
育
教

和
昭

29
年

。
定
選
を」
る
ゆ
も
草
若
「歌
生
学

和
昭

30
年

。
定
選
を」
り
て
み
は
光
に
空
大
「歌
援
応。
置
設
を
科
究
研
の
学
農、
学
医
に
院
学
大。
結
集
に
区
地
山
東
が
部
学
工

和
昭

32
年

。
催
開
て
し
称
改
と
祭
学
大
を
祭
念
記
学
開

和
昭

34
年

。
転
移
に
区
地
山
東
が
部
学
法、
部
学
済
経

。
事
従
に
動
活
援
救
者
災
被
が
ど
な
生
学
や
部
学
医。
害
被
な
き
大
に
ど
な
設
施
学
大、
り
よ
に
風
台
湾
勢
伊

和
昭

35
年

。
催
開
を
祭
大
名
回
1
第。
成
完
が
堂
講
田
豊

和
昭

36
年

。
転
移
に
設
施
新
の
町
前
門
東
区
東
が
院
分
院
病
属
附
部
学
医。
置
設
を
所
究
研
マ
ズ
ラ
プ

和
昭

37
年

。
催
開
を
祭
大
名
の
て
め
初
る
よ
に
催
主
の
会
員
委
行
実
祭
大
名。
設
開
を
館
会
生
学
に
区
地
山
東

和
昭

38
年

。
る
な
と
部
養
教
に
式
正
が
校
分。
転
移
に
区
地
山
東
が
部
学
育
教、
部
学
文

和
昭

39
年

。
転
移
に
区
地
山
東
が
部
養
教、
部
本
学
大

。
行
挙
を
式
成
落
の
館
書
図
川
古
る
よ
に
附
寄
の
氏
ま
志・
郎
三
為
川
古

和
昭

41
年

。
結
集
に
区
地
山
東
が
部
学
7
の
農・
工・
理・
済
経・
法・
育
教・
文
く
除
を
部
学
医
で
れ
こ、
し
転
移
に
区
地
山
東
が
部
学
農

和
昭

42
年

。
る
こ
起
が」
争
紛
部
学
医
「

和
昭

44
年

。
る
こ
起
が
争
紛
学
大
で
区
地
山
東

和
昭

46
年

和
昭

47
年

。
化
常
正
交
国
中
日。
還
返
ら
か
カ
リ
メ
ア
が
縄
沖

　

。
置
設
を」
会
員
委
討
検
題
問
学
大
る
す
関
に
育
教
と
究
研
「

和
昭

48
年

。
置
設
を
所
究
研
学
科
圏
水。
置
設
を
館
分
部
学
医
館
書
図
属
附

第六代　芦田 淳
（昭和44.7.22～50.7.21）

第五代　篠原卯吉
（昭和38.7.11～44.5.20）

第四代　松坂佐一
（昭和34.7.11～38.7.10）

第三代　勝沼精蔵
（昭和24.7.11～34.7.10）

第ニ代　田村春吉
（昭和21.1.31～24.5.17）

初代　渋沢元治
（昭和14.4.1～21.1.31）

渡辺龍聖
名古屋高等商業学校 校長
（大正10～昭和10）

大島義脩
第八高等学校 校長
（明治41～大正７）

熊谷幸之輔
愛知医学校～愛知県立医学専門学校 校長

（明治16～大正５）

後藤新平
愛知医学校 校長
（明治14～16）

明治

前身校 名古屋帝国大学 名古屋大学
（旧制）

大正 昭和

※同一年の出来事は、起こった順番に記載しました。

別表1　1949（昭和24）年5月設置

文学部 教育学部
法経学部 理学部
医学部 工学部
環境医学研究所 空電研究所
附属図書館 理学部附属臨海実験所
医学部附属病院 医学部附属病院分院
医学部附属看護婦養成施設（医学部附属厚生女学部）



名古屋大学の歴史年表
年
代

沿
革

歴
代
総
長

年

出
来
事

国立大学法人 名古屋大学名古屋大学（新制）

1
8
7
1

明
治
4
年

名
古
屋
県
が
名
古
屋
藩
評
定
所
跡
に
仮
病
院
を
設
け
、つ
い
で
町
方
役
所
跡
に
仮
医
学
校
を
設
置（
旧
暦
8
月
9
日
、名
古
屋
大
学
の
創
基
）。

1
8
7
2

明
治
5
年

仮
病
院
閉
鎖
後
、評
定
所
跡
に
義
病
院
を
仮
設
。

1
8
7
3

明
治
6
年

愛
知
県
権
令
井
関
盛
艮
、病
院
開
設
の
た
め
に
尾
張・三
河
の
30
万
戸
か
ら
約
１
万
円
を
収
集
す
る
法
を
設
け
る
。

西
本
願
寺
掛
所（
別
院
）に
仮
病
院
を
開
設
。仮
病
院
内
に
医
学
講
習
場
を
設
置
。

1
8
7
4

明
治
7
年

仮
病
院
お
雇
い
医
師
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
が
皮
膚
移
植
手
術
を
行
う
。

1
8
7
5

明
治
8
年

仮
病
院
を
愛
知
県
病
院
に
改
称
。

1
8
7
6

明
治
9
年

病
院
を
公
立
病
院
に
改
称
。医
学
講
習
場
を
公
立
医
学
講
習
場
、さ
ら
に
公
立
医
学
所
と
改
称
。

1
8
7
7

明
治
10
年

病
院・医
学
所
が
天
王
崎
町
に
新
築
移
転
。

1
8
7
8

明
治
11
年

公
立
医
学
所
を
公
立
医
学
校
に
改
称
、病
院
附
属
か
ら
独
立
。公
立
医
学
校
が
雑
誌『
医
事
新
報
』を
創
刊
。

1
8
8
0

明
治
13
年

公
立
医
学
校
教
師
ロ
ー
レ
ツ
の
講
義
を『
皮
膚
病
論
一
斑
』と
し
て
出
版
。　

1
8
8
1

明
治
14
年

公
立
医
学
校
を
愛
知
医
学
校
に
、公
立
病
院
を
愛
知
病
院
に
改
称
。後
藤
新
平
を
校
長
兼
院
長
に
任
命
。

1
8
8
2

明
治
15
年

自
由
党
総
理
板
垣
退
助
が
岐
阜
で
遭
難
、後
藤
新
平
院
長
が
治
療
に
あ
た
る
。

1
8
8
3

明
治
16
年

愛
知
医
学
校
、政
府
か
ら
甲
種
医
学
校
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

1
8
8
9

明
治
22
年

　

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
。

1
8
9
1

明
治
24
年

院
校
払
下
げ
騒
動
が
起
こ
る
。濃
尾
大
地
震
に
よ
り
医
学
校・病
院
に
大
き
な
被
害
が
出
る
も
、総
力
を
挙
げ
て
被
災
者
救
護
活
動
に
従
事
。

1
8
9
4

明
治
27
年

　

日
清
戦
争（
〜
１
８
９
５
）。

1
9
0
1

明
治
34
年

愛
知
医
学
校
を
愛
知
県
立
医
学
校
に
改
称
。

1
9
0
3

明
治
36
年

専
門
学
校
令
を
う
け
、愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
と
な
る
。

1
9
0
4

明
治
37
年

　

日
露
戦
争（
〜
１
９
０
５
）。

1
9
0
8

明
治
41
年

官
立
第
八
高
等
学
校
を
設
置
。

1
9
1
4

大
正
3
年

　

第
一
次
世
界
大
戦（
〜
１
９
１
８
）。

愛
知
医
専
が
鶴
舞
に
新
築
移
転
。

1
9
1
7

大
正
6
年

　

ロ
シ
ア
革
命（
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
成
立
）。

1
9
2
0

大
正
9
年

愛
知
医
専
が
県
立
愛
知
医
科
大
学
に
昇
格
。官
立
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
を
設
置
。

1
9
2
3

大
正
12
年

愛
知
医
大
、関
東
大
震
災
の
被
災
地
に
救
護
班
を
派
遣
。

1
9
2
7

昭
和
2
年

名
古
屋
綜
合
大
学
設
立
期
成
同
盟
会
が
発
足
。帝
国
議
会
衆
議
院
で
名
古
屋
市
に
総
合
帝
国
大
学
設
置
を
要
望
す
る
建
議
を
可
決
。

1
9
3
1

昭
和
6
年

官
立
名
古
屋
医
科
大
学
を
設
置（
愛
知
医
科
大
学
を
官
立
移
管
）。名
医
大
で
人
事
紛
争
。

　

満
州
事
変
が
起
こ
る
。

1
9
3
7

昭
和
12
年

愛
知
県
会
で
総
合
大
学
の
設
置
を
要
望
す
る
建
議
を
可
決
。

1
9
3
9

昭
和
14
年

名
古
屋
帝
国
大
学（
医
学
部・理
工
学
部
）を
創
設（
4
月
1
日
、愛
知
県
が
創
設
費
の
全
額
を
寄
附
）。渋
沢
元
治
が
初
代
総
長
に
就
任
。

東
山
地
区
の
土
地
が
地
元
の
土
地
整
理
組
合
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
る
。名
古
屋
帝
大
本
部
を
西
二
葉
町
元
愛
知
一
中
跡
に
置
く
。

1
9
4
0

昭
和
15
年

理
工
学
部
を
開
設（
元
愛
知 

一 

中
校
舎
を
借
り
受
け
る
）。

1
9
4
1

昭
和
16
年

　

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。

1
9
4
2

昭
和
17
年

理
工
学
部
を
工
学
部
と
理
学
部
に
分
離
。理
学
部
が
東
山
地
区
に
移
転
。

1
9
4
3

昭
和
18
年

航
空
医
学
研
究
所
を
設
置（
1
9
4
6
年
１
月
廃
止
）。東
山
地
区
で
名
古
屋
帝
大
開
学
式
を
挙
行（
5
月
1
日
）。

1
9
4
4

昭
和
19
年

名
高
商
が
名
古
屋
工
業
経
営
専
門
学
校
と
名
古
屋
経
済
専
門
学
校
に
な
る
。名
古
屋
帝
大
本
部
を
東
山
地
区
に
移
転
。

1
9
4
5

昭
和
20
年

医
学
部・同
附
属
医
院・八
高
の
校
舎
が
空
襲
に
よ
り
焼
失
。岡
崎
高
等
師
範
学
校
を
設
置
。

　

広
島
、長
崎
に
原
爆
投
下
。敗
戦（
8
月
１５ 
日
）。

岡
崎
高
師
、校
舎
を
旧
豊
川
海
軍
工
廠
の
工
員
養
成
所
跡
に
移
転
。

1
9
4
6

昭
和
21
年

環
境
医
学
研
究
所
を
設
置
。名
古
屋
工
業
経
営
専
門
学
校
を
廃
止
。名
古
屋
帝
国
大
学
復
興
委
員
会
を
設
置
。

工
学
部
が
広
池
町
の
名
古
屋
商
業
学
校
校
舎
を
借
り
受
け
、仮
校
舎
と
す
る
。八
高
、知
多
郡
河
和
町
元
海
軍
航
空
隊
跡
に
移
転
。

名
古
屋
帝
国
大
学
復
興
後
援
会
が
発
足
。

　

日
本
国
憲
法
公
布（
翌
年
施
行
）。

1
9
4
7

昭
和
22
年

八
高
の
河
和
校
舎
･
寄
宿
舎
が
火
災
の
た
め
焼
失
。

旧
敷
地
の
瑞
穂
町
に
八
高
を
復
興
し
、新
校
舎
の
竣
工
祝
賀
式
を
挙
行
。名
古
屋
帝
国
大
学
を
名
古
屋
大
学（
旧
制
）に
改
称（
10  

月
１
日
）。

1
9
4
8

昭
和
23
年

愛
知
県
か
ら
東
山
地
区
に
土
地
の
寄
附
を
受
け
る
。大
学
本
部
を
元
歩
兵
第
六
連
隊
跡（
名
古
屋
城
二
の
丸
内
、名
城
地
区
）に
移
転
。

法
経
学
部
、文
学
部
を
設
置
。附
属
図
書
館
を
名
城
地
区
に
移
転
。

1
9
4
9

昭
和
24
年

工
学
部
を
元
名
古
屋
陸
軍
造
兵
敞
高
蔵
製
造
所
跡
の
仮
校
舎
に
移
転
。

新
制
名
古
屋
大
学
を
設
置（
別
表
1
の
６
学
部
な
ど
を
設
置
）（
5
月
）。

旧
制
名
大
、附
属
医
学
専
門
部
、八
高
、名
経
専
、岡
崎
高
師
を
包
括
。

瑞
穂
分
校
、豊
川
分
校
を
そ
れ
ぞ
れ
八
高
と
岡
崎
高
師
に
併
設
。新
制
第
1
回
の
入
学
式
を
挙
行（
7
月
）。

愛
知
県
議
会
が
政
府
へ「
名
古
屋
大
学
農
学
部
設
置
に
関
す
る
意
見
書
」を
提
出
。農
学
部
創
設
後
援
会
が
発
足
。

1
9
5
0

昭
和
25
年

法
経
学
部
を
法
学
部
と
経
済
学
部
に
分
離
。

　

朝
鮮
戦
争（
〜
１
９
５
３
）。

1
9
5
1

昭
和
26
年

農
学
部
を
設
置（
安
城
地
区
）。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、日
米
安
全
保
障
条
約
調
印
。

1
9
5
2

昭
和
27
年

岡
崎
高
師
の
附
属
中
学
校
･
高
校
を
教
育
学
部
附
属
と
す
る
。瑞
穂
分
校
跡
に
分
校（
教
養
部
）設
置
。

1
9
5
3

昭
和
28
年

新
制
大
学
院
を
設
置
し
、文
学
、教
育
学
、法
学
、経
済
学
、理
学
、工
学
の
研
究
科
を
置
く
。

教
育
学
部
附
属
中
学
校・高
校
を
、東
区
東
芳
野
町
の
市
立
工
芸
高
校
内
の
校
舎
に
移
転
。

1
9
5
4

昭
和
29
年

学
生
歌「
若
草
も
ゆ
る
」を
選
定
。

1
9
5
5

昭
和
30
年

工
学
部
が
東
山
地
区
に
集
結
。大
学
院
に
医
学
、農
学
の
研
究
科
を
設
置
。応
援
歌「
大
空
に
光
は
み
て
り
」を
選
定
。

1
9
5
7

昭
和
32
年

開
学
記
念
祭
を
大
学
祭
と
改
称
し
て
開
催
。

1
9
5
9

昭
和
34
年

経
済
学
部
、法
学
部
が
東
山
地
区
に
移
転
。

伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、大
学
施
設
な
ど
に
大
き
な
被
害
。医
学
部
や
学
生
な
ど
が
被
災
者
救
援
活
動
に
従
事
。

　

こ
の
こ
ろ
、全
国
で
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
反
対
運
動
が
起
こ
る（
〜
1
9
6
0
）。

1
9
6
0

昭
和
35
年

豊
田
講
堂
が
完
成
。第
1
回
名
大
祭
を
開
催
。

1
9
6
1

昭
和
36
年

学
生
寮
嚶
鳴
寮
が
昭
和
区
高
峰
町
に
移
転
。体
育
会（
1
9
5
6
年
発
足
）を
公
認
。文
化
サ
ー
ク
ル
連
盟
が
公
認
団
体
と
し
て
発
足
。

プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
を
設
置
。医
学
部
附
属
病
院
分
院
が
東
区
東
門
前
町
の
新
施
設
に
移
転
。

1
9
6
2

昭
和
37
年

東
山
地
区
に
学
生
会
館
を
開
設
。名
大
祭
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
初
め
て
の
名
大
祭
を
開
催
。

1
9
6
3

昭
和
38
年

文
学
部
、教
育
学
部
が
東
山
地
区
に
移
転
。分
校
が
正
式
に
教
養
部
と
な
る
。

1
9
6
4

昭
和
39
年

大
学
本
部
、教
養
部
が
東
山
地
区
に
移
転
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

古
川
為
三
郎・志
ま
氏
の
寄
附
に
よ
る
古
川
図
書
館
の
落
成
式
を
挙
行
。

1
9
6
6

昭
和
41
年

農
学
部
が
東
山
地
区
に
移
転
し
、こ
れ
で
医
学
部
を
除
く
文・教
育・法・経
済・理・工・農
の
7
学
部
が
東
山
地
区
に
集
結
。

1
9
6
7

昭
和
42
年

「
医
学
部
紛
争
」が
起
こ
る
。

1
9
6
9

昭
和
44
年

東
山
地
区
で
大
学
紛
争
が
起
こ
る
。

1
9
7
1

昭
和
46
年

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
、保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
7
2

昭
和
47
年

　

沖
縄
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
返
還
。日
中
国
交
正
常
化
。

「
研
究
と
教
育
に
関
す
る
大
学
問
題
検
討
委
員
会
」を
設
置
。

1
9
7
3

昭
和
48
年

附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
を
設
置
。水
圏
科
学
研
究
所
を
設
置
。

　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
。

1
9
7
4

昭
和
49
年

語
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。「
四
年
一
貫
教
育
検
討
委
員
会
」を
設
置
。

1
9
7
5

昭
和
50
年

総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。大
幸
地
区
の
土
地
を
取
得
。留
学
生
会
館
を
開
設
。

1
9
7
6

昭
和
51
年

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
7
7

昭
和
52
年

大
幸
地
区
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
併
設
。

1
9
7
8

昭
和
53
年

　

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印
。

1
9
7
9

昭
和
54
年

化
学
測
定
機
器
セ
ン
タ
ー
、総
合
言
語
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。理
学
部
、推
薦
入
試
合
格
者
が
初
め
て
入
学
。 

医
学
部
附
属
病
院
分
院
が
大
幸
地
区
に
移
転
。

1
9
8
0

昭
和
55
年

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
8
1

昭
和
56
年

東
山
地
区
に
新
図
書
館（
中
央
図
書
館
）が
完
成
。

1
9
8
2

昭
和
57
年

古
川
総
合
研
究
資
料
館
が
発
足
。省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

東
山
地
区
に
国
際
交
流
会
館（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
）を
開
設
。 

1
9
8
3

昭
和
58
年

法
学
部
社
会
人
特
別
選
抜
制
度
、帰
国
子
女
特
別
選
抜
制
度
を
開
始
。

1
9
8
4

昭
和
59
年

遺
伝
子
実
験
施
設
を
設
置
。教
養
部
で「
五
十
九
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」を
実
施
。

1
9
8
5

昭
和
60
年

名
古
屋
大
学
留
学
生
会（
N
U
F
S
A
）、名
古
屋
大
学
留
学
生
後
援
会
が
発
足
。

1
9
8
6

昭
和
61
年

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
ダ
ム
ス
教
授
に
初
の
名
誉
博
士
号
を
贈
呈
。

1
9
8
7

昭
和
62
年

名
古
屋
大
学
平
和
憲
章
を
制
定
。

1
9
8
8

昭
和
63
年

先
端
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
8
9

平
成
元
年

プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
が
廃
止
さ
れ
、文
部
省
核
融
合
科
学
研
究
所
に
発
展
。プ
ラ
ズ
マ
科
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

　

天
安
門
事
件
。ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
撤
去
。

名
古
屋
大
学
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
挙
行（
11
月
9
日
）。

　

マ
ル
タ
会
談（
東
西
冷
戦
の
終
結
を
声
明
）。

1
9
9
0

平
成
2
年

太
陽
地
球
環
境
研
究
所
、年
代
測
定
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
9
1

平
成
3
年

　

湾
岸
戦
争
。

国
際
開
発
研
究
科
、言
語
文
化
部
を
設
置
。

　

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
。

1
9
9
2

平
成
4
年

名
古
屋
大
学
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン（
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
後
援
会
寄
附
）が
落
成
。

人
間
情
報
学
研
究
科
、高
温
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
9
3

平
成
5
年

広
報
誌『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』創
刊
。大
気
水
圏
科
学
研
究
所
、別
表
2
の
2
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

広
報
プ
ラ
ザ（
名
古
屋
大
学
出
版
会
寄
附
）が
落
成
。教
養
部
を
廃
止（
翌
年
度
か
ら
四
年
一
貫
教
育
を
実
施
）。情
報
文
化
学
部
を
設
置
。

1
9
9
5

平
成
7
年

医
学
部
附
属
病
院
な
ど
が
阪
神・淡
路
大
震
災
の
被
災
者
救
援
活
動
に
従
事
。

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
。

多
元
数
理
科
学
研
究
科
、理
工
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』（
通
史
1・2
）を
刊
行
。

1
9
9
6

平
成
8
年

副
総
長（
2
名
）を
置
く
。名
古
屋
大
学
史
資
料
室
を
設
置
。大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
9
7

平
成
9
年

農
学
研
究
科
を
生
命
農
学
研
究
科
に
改
称
。難
処
理
人
工
物
研
究
セ
ン
タ
ー
、医
学
部
保
健
学
科
を
設
置
。

　

京
都
議
定
書
締
結
。

1
9
9
8

平
成
10
年

「
N
U
」マ
ー
ク
が
名
古
屋
大
学
の
公
式
学
章
と
な
る
。国
際
言
語
文
化
研
究
科
、別
表
3
の
3
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

1
9
9
9

平
成
11
年

農
学
国
際
教
育
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

2
0
0
0

平
成
12
年

「
名
古
屋
大
学
学
術
憲
章
」を
制
定
。

教
育
学
研
究
科
を
教
育
発
達
科
学
研
究
科
に
改
称
。博
物
館
、年
代
測
定
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。全
学
の
大
学
院
重
点
化
が
完
了
。

2
0
0
1

平
成
13
年

環
境
学
研
究
科
、別
表
4
の
4
セ
ン
タ
ー
、附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
を
設
置
。 

　

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
。

理
学
研
究
科
の
野
依
良
治
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
。教
養
教
育
院
を
設
置
。

2
0
0
2

平
成
14
年

医
学
研
究
科
を
医
学
系
研
究
科
に
改
称
。高
等
研
究
院
、別
表
5
の
3
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

国
際
学
術
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
A
C
 21 
）が
発
足（
名
古
屋
大
学
に
本
部
事
務
局
）。全
学
同
窓
会（
N
U
A
L
、豊
田
章
一
郎
会
長
）を
設
立
。

2
0
0
3

平
成
15
年

　

イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る
。

情
報
科
学
研
究
科
、生
物
機
能
開
発
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

地
下
鉄
名
城
線
の
砂
田
橋
―
名
古
屋
大
学
間
が
開
通
。第
１
回
名
古
屋
大
学
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

2
0
0
4

平
成
16
年

留
学
生
相
談
室
を
設
置
。名
古
屋
大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
な
る（
4
月
1
日
）。

エ
コ
ト
ピ
ア
科
学
研
究
機
構
、法
学
研
究
科
実
務
法
曹
養
成
専
攻（
法
科
大
学
院
）、大
学
文
書
資
料
室
を
設
置
。

野
依
良
治
理
化
学
研
究
所
理
事
長
に
本
学
初
の
特
別
教
授
の
称
号
を
贈
呈
。

地
下
鉄
名
城
線
の
名
古
屋
大
学
―
新
瑞
橋
間
が
開
通
し
、全
国
初
の
地
下
鉄
環
状
運
転
を
開
始
。

2
0
0
5

平
成
17
年

　

愛
知
万
博
開
催
。

エ
コ
ト
ピ
ア
科
学
研
究
所
を
設
置
。万
博
記
念
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
本
学
で
開
催
。

第
1
回
名
古
屋
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
開
催
。名
古
屋
大
学
上
海
事
務
所
を
設
置
。

2
0
0
6

平
成
18
年

第
1
回
名
古
屋
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド（
国
際
諮
問
委
員
会
）を
開
催
。名
古
屋
大
学
基
金
を
創
設
。

エ
コ
ト
ピ
ア
科
学
研
究
所
が
大
学
附
置
研
究
所
と
な
る
。学
内
保
育
所
名
古
屋
大
学
こ
す
も
す
保
育
園
を
開
設
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
名
古
屋
大
学
店
が
オ
ー
プ
ン
。赤
﨑
勇
特
別
教
授
の
業
績
を
記
念
し
て
、赤
﨑
記
念
研
究
館
が
竣
工
。

2
0
0
7

平
成
19
年

小
型
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。本
学
の「
医
学
部
附
属
病
院
門
及
び
外
塀
」が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
。

2
0
0
8

平
成
20
年

豊
田
講
堂
改
修（
ト
ヨ
タ
自
動
車
お
よ
び
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
各
社
寄
附
）竣
工
式
。

本
学
卒
業
生
の
益
川
敏
英
博
士（
特
別
招
へ
い
教
授
）、小
林
誠
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。

本
学
で
学
位
を
取
得
し
、助
教
授
と
し
て
も
在
籍
し
た
下
村
脩
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
。

本
学
が
文
部
科
学
省
国
際
化
拠
点
整
備
事
業（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）の
拠
点
に
採
択
。

名
古
屋
大
学
創
立
70
周
年（
創
基
1
3
8
周
年
）記
念
式
典
を
挙
行（
10  

月
17 
日
）。

本
学
の
運
営
指
針「
濵
口
プ
ラ
ン
」（
名
古
屋
大
学
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
）を
発
表
。

N
ag
oya U

niversity

素
粒
子
宇
宙
起
源
研
究
機
構
を
設
置（
益
川
敏
英
機
構
長
）。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０ 
支
援
実
行
委
員
会
と
共
催
で
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０ 
社
会
と
学
術
の
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

Ｅ
Ｓ
総
合
館
が
竣
工
。

　

東
日
本
大
震
災
。

豊
田
講
堂
を
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
。

大
学
院
創
薬
科
学
研
究
科
を
設
置
。

学
章
を
一
部
変
更
の
う
え「
名
大
マ
ー
ク
」と
呼
称
、シ
ン
ボ
ル
ロ
ゴ
と
す
る
。

2
0
0
9

平
成
21
年

2
0
1
0

平
成
22
年

2
0
1
1

平
成
23
年

「
モ
ビ
リ
テ
ィ・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
拠
点
」が
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
整
備
事
業
に
採
択
。

ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
陸
上
女
子
１
万
ｍ
で
経
済
学
部
４
年
の
鈴
木
亜
由
子
が
優
勝
。

2
0
1
3

平
成
25
年

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
本
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
。

本
学
の
運
営
指
針「
名
古
屋
大
学
松
尾
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ　

Ｎ
Ｕ 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ 

２
０
２
０
」（
名
古
屋
大
学
を
世
界
屈
指
の
研
究
大
学
に
）を
発
表
。

未
来
材
料・シ
ス
テ
ム
研
究
所
、宇
宙
地
球
環
境
研
究
所
を
設
置
。

2
0
1
5

平
成
27
年

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
生
命
分
子
研
究
所
」が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）に
採
択（
研
究
所
設
置
は
翌
年
）。

2
0
1
2

平
成
24
年

ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）、未
来
社
会
創
造
機
構（
名
古
屋
Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠
点
）を
設
置
。

名
古
屋
大
学
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
学
院
を
設
置
。

赤
﨑
勇
特
別
教
授
と
天
野
浩
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。

2
0
1
4

平
成
26
年

第十三代　濵口道成
（平成21.4.1～27．3）

第十四代　松尾清一
（平成27.4.1～）

第十ニ代　平野眞一
（平成16.4.1～21.3.31）

第十一代　松尾 稔
（平成10.4.1～16.3.31）

第十代　加藤延夫
（平成4.4.1～10.3.31）

第九代　早川幸男
（昭和62.7.22～平成4.2.5）

第八代　飯島宗一
（昭和56.7.22～62.7.21）

第七代　石塚直隆
（昭和50.7.22～56.7.21）

第六代　芦田 淳
（昭和44.7.22～50.7.21）

第五代　篠原卯吉
（昭和38.7.11～44.5.20）

第四代　松坂佐一
（昭和34.7.11～38.7.10）

第三代　勝沼精蔵
（昭和24.7.11～34.7.10）

第ニ代　田村春吉
（昭和21.1.31～24.5.17）

初代　渋沢元治
（昭和14.4.1～21.1.31）

渡辺龍聖
名古屋高等商業学校 校長
（大正10～昭和10）

大島義脩
第八高等学校 校長
（明治41～大正７）

熊谷幸之輔
愛知医学校～愛知県立医学専門学校 校長

（明治16～大正５）

後藤新平
愛知医学校 校長
（明治14～16）

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。第
50
回
名
大
祭
。

明治

前身校 名古屋帝国大学 名古屋大学
（旧制）

大正 昭和 平成

※同一年の出来事は、起こった順番に記載しました。

別表1　1949（昭和24）年5月設置

文学部 教育学部
法経学部 理学部
医学部 工学部
環境医学研究所 空電研究所
附属図書館 理学部附属臨海実験所
医学部附属病院 医学部附属病院分院
医学部附属看護婦養成施設（医学部附属厚生女学部）

別表2　1993（平成5）年4月設置

留学生センター
生物分子応答研究センター

別表3　1998（平成10）年4月設置

情報メディア教育センター
物質科学国際研究センター
高等教育研究センター

別表5　2002（平成14）年4月設置

情報連携基盤センター
法政国際教育協力研究センター
高効率エネルギー変換研究センター

別表4　2001（平成13）年4月設置

地球水循環研究センター
発達心理精神科学教育研究センター
環境量子リサイクル研究センター
学生相談総合センター




